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人口 と 面積( 62. 2. 1)
世 帯　226, 222
人 口　632, 799
男　320, 630
女　312, 169

面 積　53. 25k ㎡
人 口密 度　11, 884/ k ㎡
《月2 回( 5 日 、20日) 発行 》

五反 野駅・小菅駅周辺 3/ 23から
実 施

放置自 転車追放キャンペ ーン
昭和58年4 月に、自転車条例が施行
されて以来、区では、区内駅前の放置
禁止区域指定、自転車駐車場整備をす
すめるとともに、自転車の放置規制を
行ない、すでに12駅中、9 駅が実施済
みです。このたび、五反野駅。小菅駅
を実施することになりましたので、皆
さんのご理解、ご協力をお願いします。

3
月
2
3日
か
ら
区
で
は
五
反
野

駅
と
小
管
駅
周
辺
約
旛
む
の
範
囲

の
道
路
を
放
置
禁
止
区
域
(
上

図
冂
凵
)
に
指
定
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、3
月
2
3日
か
ら
2
7

日
ま
で
の
開
、
地
元
町
会
、
自

治
会
、
商
店
会
、
所
轄
警
察
署
ほ

か
関
係
各
機
関
の
協
力
に
よ
り
、

放
置
自
転
車
追
放
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

3
月
2
3日
以
降
、
放
置
禁
止
区

域
内
に
放
置
さ
れ
た
自
転
車
等
に

つ
い
て
は
、
す
べ
て
移
送
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に

よ
り
、
き
れ
い
な
駅
前
広
場
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
交
通
安
全

対
策
課
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

● 五反野駅周辺放置禁止区域図 ● 小菅駅周辺放置禁止区域図

道
路
は
み
ん
な
の
も
の

広
く
　き
れ
い
に
　安
全
に

=
3

月
は
道
路
交
通
環
境
整
備
月
間
=

道
路
は
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

道
路
に
商
品
が
あ
ふ
れ
、不
用

品
が
山
と
積
ま
れ
た
り
、作
業
場

と
し
て
使
わ
れ
た
り
、
売
り
出
し

の
の
ぼ
り
旗
で
通
行
の
じ
ゃ
ま
に

な
る
卜卜
こ
ん
な
光
景
を
町
の
中

で
よ
く
兒
か
け
ま
せ
ん
か
。

区
で
は
区
内
3
警
察
署
の
協
力

を
財
て
、毎
月
定
期
的
に
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、
不
正
に

放
置
さ
れ
た
物
件
の
撤
去
や
悪
質

な
道
路
使
用
に
対
し
て
注
意
・
響

告
を
行
い
、
正
し
い
道
路
の
利
用

を
指
導
し
て
い
ま
す
。

「
家
の
前
に
皚
木
鉢
を
置
い
て

き
れ
い
に
し
よ
う
」

「
自
分
の
店
先
だ
か
ら
看
板
や

商
品
を
置
い
て
も
か
ま
わ
な
い
だ

ろ
う
」こ

の
よ
う
な
安
易
な
考
え
か
ら

置
か
れ
た
も
の
は
、
町
の
美
観
を

損
ね
る
ば
か
り
で
な
く
、
道
幅
を

狭
め
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
目

の
不
自
由
な
方
な
ど
の
歩
行
の
障

害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
の
放
置
は

や
め
ま
し
ょ
う

駅
前
や
バ
ス
停
、
店
先
な
ど
の

歩
道
は
自
転
車
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。「
自
分
ひ
と
り
だ
け
な
ら
か
ま

わ
な
い
だ
ろ
う
」
と
贋
か
れ
た
自

転
車
が
、
た
ち
ま
ち
何
台
も
放
置

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

道
路
は
広
く

安

全

に

商
品
や
自
転
車
が
歩
道
を
占
拠

す
る
と
歩
行
者
が
車
道
を
通
行
す

る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
危
険
で

す
。さ

ら
に
、
地
震
・
火
災
な
ど
の

緊
急
時
の
救
急
活
動
の
妨
げ
に
も

な
り
ま
す
。

み
ん
な
の
協
力
で
安
全
で
住
み

よ
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

道

路

は

み
ん
な
の
も
の

道
路
は
個
人
が
勝
手
に
使
用

し
て
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、道
路
の
公
共
性
を
認
識
し

、

隣
近
所
ど
う
し
協
力
し
て
快
適

な
道
路
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま

し
ょ
う

。
な
お
、
日
除
・
看
板

等
の
よ
う
に
道
路
を
交
通
の
目

的
以
外
に
使
用
(
占
用
)
す
る

場
合
は

、
道
路
法
や
道
路
交
通

法
の
基
準
に
あ
っ
た
も
の
に
限

り
、
許
可
を
受
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
占
用
が
認
め
ら
れ
ま
す

。

占
用
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

。A

中
央
本
町
庁
舎
・
土
木
部
路

政
課
、
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬

讐
察
署
交
通
課
V

五
反
野
駅
前
は
、自
転
車
の
洪
水
。み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う

★路上に植木、置看板等を置か
ないでください。

★路上に土砂、材木を置かないで
く ださい。

★路上に自動販売機等を出さな
いでください。

★ 看 板 、 日 除 は 許 可 を 取 っ て く だ

さ い 。

募 集

ビ デオモ
ニ

タ ー

区
の
ビ
デ
オ
広
報
「
ル
ッ
ク

イ
ン
あ
だ
ち
」
を
家
庭
や
放
映

施
設
で
ご
覧
い
た
だ
き
、
感
想

・
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。(記
念

品
進
呈
)

募
集
人
数
2
0

名
(
抽
選
)

任
期

昭
和
6
2年
4
月
～
6
3年

3
月

申
込
方
法
(

ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、職
業
、
電
話

番
9
、
ビ
デ
オ
の
有
無
(
お

持
ち
の
方
は
ベ
ー
ダ
か
V
H
　
S
)

を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
3

月
2
0日
必
着

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

広
報
課
ビ
デ
オ
担
当
(

〒

1
2
0
千
住
1
1
4
1
1
8
　
　
説

1
1
1
1
㈹
)
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くらしをささえる
住民税問

合 せ先
中央本町庁舎・課税課

( 880) 5081

申告はお済みですか
提出期限　3 月16日

申

告

を

お
忘

れ

な

く

申
告
を
し
て

い
た
だ
く
人

①
昭
和
6
1年
中
に
所
得
の
あ
っ
た

人
で
、
昭
和
6
2年
1
月
1
日
現

在
足
立
区
内
に
住
ん
で
い
る
人

②
足
立
区
内
に
事
務
所
や
事
業
所

・
家
閇
敷
が
あ
っ
て
、
足
立
区

外
に
住
ん
で
い
る
人

※
申
告
が
必
要
な
人
で
、
申
告
書

の
届
い
て
い
な
い
人
は
、
課
税
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、

区
民
事
務
所
の
窓
口
に
も
申
告
s

と
手
引
き
が
置
い
て
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
く
て
も

よ

い

人

①
税
務
署
へ
確
定
申
告
を
す
る
人

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
だ

け
で

、
励
務
先
の
給
料
か
ら
住

民
税
を
差
し
引
か
れ
て
い
る
人

③
前
年
中
に
所
樽
が
な
か
っ
た
人

④
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て

、
昭
和

6
2年
1
月
1
日
現
在
、
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
た
人

⑤
前
年
の
合
計
所
得
が
【(
控
除
対
　

象
配
偶
者
十
扶
養
親
族
数
十
　

―
)
×
3
1
万
円
】以
下
の
人
　

た
だ
し
、右
紀
③
～
⑤
に
該
当

す
る
人
で
も
非
課
税
証
明
書
発
行

な
ど
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
の

で

、
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

。

申
告
書
の

提
出
場
所

申
告
書
は
、
中
央
本
町
庁
舎
の

課
税
課
も
し
く
は
、
最
寄
り
の
区

民
事
務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
告一
は
郵
送
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、同
封

の
返
信
用
封
筒
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
記
入
方
法
等
わ
か
ら
な

い
人
は
、
担
当
職
貝
が
次
の
と
お

り
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
の
う
ち
、
医
療

費
控
除
の
給
与
所
得
者
選
付
甲
告

に
つ
い
て
、区
役
所
中
央
本
町
庁

舎
の
課
税
課
窓
口
で
も
。
申
告
を

受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
期
間

は
3
月
1
6日
ま
で
で
す
。

出張受付 場所

住
民
税
は

貴
重
な
財
源

一
般
に
、道
府
県
民
税
(
東

京
都
に
お
い
て
は
、
都
民
税

と
い
い
ま
す
)
と
市
町
村
民

税
(
東
京
郡
2
3区
に
お
い
て

は
、
特
別
区
民
税
と
い
い
ま

す
)
を
合
わ
せ
て
住
民
税
と

よ
ん
で
い
ま
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
日
常
生

活
に
関
係
の
深
い
道
路
、
学

校
・
福
祉
な
ど
身
近
な
仕
事

の
費
用
を
自
分
た
ち
の
所
得

に
C

じ
て
直
接
分
担
し
あ
う

と
い
う
性
格
の
税
金
で
す
。

住
民
税
は
、
所
得
金
額
に

応
じ
て
負
担
す
る
所
得
創
と

税
を
負
担
す
る
能
力
の
あ
る

大
が
一
定
の
額
を
負
担
す
る

均
等
創
と
が
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て

、
所
得
税
よ

り
も
納
め
る
人
の
範
囲
は
広

く

、
税
率
は
、
低
く
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

住
民
税
は
、
正
し
く
申
告

さ
れ
た
内
容
で
適
正
な
税
の

計
算
が
さ
れ
ま
す
。
そ
の
税

額
が
皆
さ
ん
に
納
税
通
知
I

、
納
付
S
と
し
て
送
付
さ

れ
、
通
常
、
年
4
回
に
分
け

て
納
め
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に

な
り
ま
す
。

4月開校に向けて、
建設が進む六月中学校

下
水
道
工
事
も
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

健
康
は
み
ん
な
の
願
い
(
育
児
相
談
)

損

を

し

な

い

た

め

に

あ
な
た
は
、
申
告
書
の
記
入
も

れ
等
に
よ
り
損
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
。す

で
に
提
出
済
で
記
入
も
れ
が

あ
る
人
は
。
お
早
め
に
修
正
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

つ
ぎ
の
所
縟
控
除
欄
が
記
入
も

れ
に
な
っ
て
い
る
人
が
毎
年
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

□
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
控
除
欄

納
税
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配

偶
者
(
婚
姻
届
の
提
出
さ
れ
て
い

る
妻
ま
た
は
夫
)
や
そ
の
他
の
親

族
で
、
次
に
該
当
す
る
人
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

①
前
年
中
に
所
得
の
な
か
っ
た
人

②
前
年
中
の
合
計
所
得
が
3
3万
円

(
給
与
所
得
者
は
、
支
払
金
額

で
圖
万
円

、
老
年
者
で
公
的
年

金
受
給
者
は

、
年
金
支
払
額
が

1
6
8
万
円
)
以
下
の
人

袤
ぺ

自
己
の
助
労
に
よ
ら

な
い
不
動
産
。
利
子
・
配
当
所

蒔
等
の
場
合
は
、1
0万
円
以
下

の
人

③
前
年
中
に
死
亡
し
た
人
で
①
ま

た
は
②
に
該
当
す
る
人

※
老
人
扶
養
(
障
害
者
を
除
く
鷆
7
0

歳
以
上
の
人
)
に
該
当
す
る
人

が
納
税
者
ま
た
は
、
そ
の
配
偶
者

の
直
系
尊
属
で
か
つ
同
居
し
て
い

る
場
合
は

、
同
居
老
親
等
扶
養
と

な
り
ま
す
。

ま
た
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

羨
親
族
が
特
別
陟
害
者
(
身
障
手

帳
―
～
2

級
、
愛
の
手
帳
―
～
2

度
等
)
で
納
税
者
ま
た
は

。
配
偶

者
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、
同

居
特
別
障
害
者
(
配
偶
者
)
扶
養

と
な
り
ま
す

。(控
除
対
象
配
偶
者

や
扶
養
親
族
で
同
居
の
人
は
、
申

告
一
扶
養
控
除
欄
の
同
居
に
○
印

を
つ
け
て
ぐ
だ
さ
い

。)

□
そ
の
他
の
控
除
欄

所
辱
控
除
に
は

、
い
ろ
い
ろ
な

種
類
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

□
所
得
税
の
還
付

前
年
の
中
途
で
、
退
職
し
た
給

与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
受
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
税
務
署
に
確
定

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

医療費も控除対象に…

4
月
1

日
よ
り

国
民
健
康
保
険
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

浅
黄
色

一般被保険者用

もえぎ色
退職被保険 者用

空 色

皆
さ
ん
が
、
現
在
使
用
し
て
い

る
保
険
証
(
浅
黄
色
)
は
、3
月
3
1

日
で
使
え
な
く
な
り
、4
月
1

日
か
ら
新
し
い
保
険
証
(
一
般
被

保
険
者
・・・
も
え
ぎ
色
、
退
職
被
保

険
者
・・・
空
色
)
に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
昭
和
6
4年
3

月
3
1日
ま
で
有
効
で
す
。
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
必
ず

新
し
い
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い

。
新
し

い

保
険

証
の

交
付

□
保
険
料
の
未
納
の
な
い
世
帯

3
月
下
旬
に
郵
便
で
発
送
し
ま

す

。
届
か
な
い
と
き
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い

。

□
保
険
料
の
未
納
の
あ
る
世
帯

資
格
の
適
用
等
の
確
認
の
た
め

国
民
健
康
保
険
課
の
窓
口
で
直
接

交
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

退
職
被
保
険
者

該
当
の
方
へ

交
付
方
法
は
、
一
般
の
保
険
証

と
同
様
で
す
。
ま
た
、
同
一
世
帯

に
退
職
被
保
険
者
と
一
般
の
被
保

険
者
が
い
る
世
帯
は
、
保
険
証
を

別
個
に
交
付
し
ま
す
。

記
載
内
容
の
確
認

新
し
い
保
険
証
を
受
け
と
り
ま

し
た
ら
、
記
載
内
容
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。も
し
、
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
ら
、S
民
健
康
保
険
課
、

書
た
は
お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

古
い
保
険
証
の
返
還

古
い
保
険
証
は
、4
月
に
な
り

ま
し
た
ら
、
国
民
健
康
保
険
課
ま

た
は
区
民
事
務
所
に
お
返
し
く
だ

さ
い
。

(
遠
)
(
旅
行
者
な
ど
)

(
学
)
(
修
学
中
の
学
生
)

の
保
険
証
の
交
付

通
常
は
、1
世
帯
1
枚
の
保
険

証
を
交
付
し
ま
す
が
、
旅
行
や
出

張
な
ど
で
長
期
間
住
所
を
離
れ
る

と
き
や
大
学
な
ど
に
入
学
し
、
他

区
市
町
村
に
下
宿
し
た
と
き
な
ど

は
、
申
謂
に
よ
り
も
う
1
收
の
保

険
証
を
交
付
し
ま
す

。

□
申
請
に
必
要
な
も
の

(
遠
)
・
・
・
世
帯
主
の
印
か
ん
、国
民
健
　

康
保
険
証
、
施
設
等
に
入
所
す

る
と
き
は
、
そ
の
確
認
の
で
き

る
も
の

(
学
)
・
・
・
世
帯
主
の
印
か
ん
、国
民
健
　

康
保
険
証
、在
学
証
明
s
な
ど
。

た
だ
し
、
事
情
に
よ
り
。
住
民

票
を
異
動
す
る
場
合
は

、
異
動

先
の
庄
民
票
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い

申
請
・
問
合
せ
先

中
央
本
町
庁

舎
・
国
民
健
康
保
険
課
資
格
係

8
8
0
5
1
3
1

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」を

お
持
ち
の
方
へ

人
工
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る

方
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
祠

家
養
受
療
証
」も
更
新
さ
れ
ま
す

が
、
新
し
い
保
険
証
と
は
別
に
郵

送
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
胆
げ舎
・
国

民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係
　

貘
5
1
2
1

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険

の

届

出

次
の
こ
と
に
該
当
す
る
方

は
、1
4日
以
内
に
国
民
健
康

保
険
課
ま
た
は
区
民
事
務
所

に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
加
入
の
届
出
が
必
要
な
方

▽
転
職
、
退
職
等
で
職
場

の
健
康
保
険
が
な
く
な
っ

た
方

▽
足
立
区
に
転
入

し
た
方
で

、
職
場
等
の
健

康
保
険
が
な
い
方

□
喪
失
の
届
出
が
必
要
な
方

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
で

、
職
場
等

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た

方

▽
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
た
方
で

、
区

外
に
転
出
す
る
方

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町

庁
舎
・
用一
民
健
康
保
険
課
資

格
係
(
　

捌
5
1
3
1
)

へ
。

申
告
は
お
早
め
に

所

得

税

・

贈

与

税

所
得
税
と
贈
与
税
の
申
告

・
納
税
は
3
月
1
6日
ま
で
で

す
。3

月
9
日
以
降
は
、
税
筋

署
の
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
は
正
し

く
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。な

お
3
月
1
4日
は
土
曜
日

で
す
の
で
、
申
告
相
談
は
午

後
1
時
で
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
予
め
ご
承
知
お

き
く
だ
さ
い
。

不
明
の
点
は
、
も
よ
り
の

税
務
相
談
室
ま
た
は
、
税
務

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
税
務
相
談
室
足
立
分
室
　

朏
8
6
9
2

▽
足
立
税
務
署

8
8
8
6
2
4
1

▽
西
新
井
税
筋
署

編
1
1
1
1

お 願 い

区
民
事
務
所
は
、土
曜
日
・
月
曜
日
は

人
変
混
み
合
い
ま
す
。

比
較
的
ゆ
と
り
の
あ
る
火
曜
日
～

金
曜
日
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

年金受給権者

現況届の提出

国
民
年
金
の
老
齢
・
通
算

老
齢
年
金
を
受
給
中
の
方

は
、
毎
年
誕
生
月
に
、
社
会

保
険
庁
か
ら
届
出
用
紙
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
。

必
ず
、
区
民
事
務
所
で
証

明
を
受
け
て
、
月
末
ま
で
に

社
会
保
険
庁
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し

な
い
と
、
年
金
の
支
払
い
が

差
し
止
め
5
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
こ
浤
意
ぐ
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

・
国
民
年
金
課
給
付
係

巍
5
1
6
1

「緑の羽根」

募金運動に
ご協力を!

恒
例
の
「
緑
の
羽
根
」
募

金
湯
勳
膏
J
月
1
日
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

緑
の
環
境
が
破
壊
さ
れ
つ

つ
あ
る
な
か
で
、
都
民
の
緑

へ
の
期
待
と
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の

都
民
が
「
緑
の
羽
根
峇
胸
に

飾
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
豊
か

な
緑
に
包
ま
れ
た
、公
害
の

な
い
2
1世
紀
の
首
都
へ
向
け

て
の
都
民
運
動
に
ま
で
ひ
ろ

げ
よ
弓
と
す
る
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を£
願

い
し
ま
す
。な
お
、募
金
に

ご
s
力
く
だ
さ
る
方
は
。お

手
数
で
す
が
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
5

月
3
1日
ま
で

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
緑
化

係
　
　
凶
1
1
1
1
㈹

3 月 の

安売りデー

青
果
物
・・・
3
月
1
8日
(
水
)

黄
緑
の
ノ
ボ
リ
の
あ
る
お
店

魚
…
…
…
3
月
2
0日
(
金
)

青
い
ノ
ポ
リ
の
あ
る
お
店
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食
中
毒
は
い
つ
も
身
近
に

起
こ
り
ま
す

家
庭
で
の
食
中
毒
予
防

突
然
襲
っ
て
く
る
は
き
気
や
腹

痛
・
お
う
吐
・
下
痢
。
食
中
毒
は

本
人
だ
け
で
な
く
、
は
た
目
で
見

て
も
苦
し
い
も
の
で
す
。

食
中
毒
と
い
う
と
、
仕
出
し
弁

当
や
会
食
料
理
な
ど
で
起
こ
る
も

の
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。

と
こ
ろ
が
家
庭
料
理
が
原
因
の

食
中
毒
も
意
外
に
多
い
の
で
す

。

毎
年
、
食
中
毒
の
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
る
と
お
り
、
食
中
毒
発
生
件
数

は
い
っ
こ
う
に
減
る
気
配
が
あ
り

ま
せ
ん
。

家
庭
料
理
が
原
因
の
食
中
麗
も

全
体
の
2
0
%
前
後
占
め
て
い
家
T

。

で
は
、
ど
の
ぷ
つ
に
し
た
ら
食

中
毒
を
未
然
に
防
げ
る
の
で
し

。

う
か
。冷

蔵
庫
を
正
し
く

使
っ
て
い
ま
す
か

「
食
品
は
冷
蔵
寤
に
入
れ
れ
ば

安
心
」
と
多
く
の
人
が
過
信
し
て

い
ま
す
が
、
細
菌
は
冷
蔵
・
冷
凍

で
は
死
に
ま
せ
ん
。
冷
蔵
寤
は
あ

く
ま
で
限
ら
れ
た
短
期
間
だ
け
の

食
品
の
貯
蔵
崖
で
す
。

□
食
品
を
し
ま
う
と
き
に
は
…

▽
加
熱
し
た
も
の
は
充
分
に
さ

ま
し
て
か
ら
入
れ
る

▽
直
接

、
食
品
ど
お
し
が
ふ
れ

あ
わ
な
い
ぷ
つ
フ
タ
付
容
器
に

入
れ
る
か
ラ
ッ
プ
で
包
装
す
る

▽
汚
れ
た
包
装
紙
や
容
器
の
ま

ま
入
れ
な
い

▽
上
手
に
す
き
間
を
つ
く
り
冷

気
の
流
れ
を
よ
く
す
る

□
食
品
を
し
ま
い
終
え
た
ら

▽
温
度
計
は
中
段
に
入
れ
摂
氏

1
0度
以
下
を
保
つ
(
で
き
れ
ば

摂
氏
5
度
前
後
)

▽
と
び
ら
の
開
閉
を
少
な
く
し

冷
気
の
無
駄
豪
な
ぐ
す

▽
食
品
は
早
め
に
使
い
切
る

冷 蔵 庫を 上 手に 使う た めに 食品のすき間を流
れる冷気によって
庫内に温度差が生
じます。

冷凍食品は解凍し
たら早く食べる(
再凍結はしない)

魚・肉は汁がこぼれないようにする

調理食品は容器に入れてふたをする

野菜類は乾燥防止
のため袋づめにす
ふ

( 悪い例) ( 良い例)

手
は
き
ち
ん

と

洗
っ
て
い
ま
す
か
?

生
肉
や
生
魚
な
ど
の
原
材
料
や

ゴ
ミ
な
ど
の
汚
れ
た
物
は
、
食
中

毒
菌
を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
菌

が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
も

の
に
触
れ
た
手
が
細
菌
を
運
び
食

中
毒
を
起
こ
畜

」と
が
多
い
の
で

す
。

ま
た
手
や
指
の
キ
ズ
に
も
食
中

毒
菌
が
い
ま
す
。
調
理
の
前
に
は

確
実
に
手
を
洗
う
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

□
手
は
い
つ
洗
え
ば
よ
い
の
で
し

ょ
う
か
?

▽
調
理
を
始
め
る
前
に

▽
原
材
料
(
生
肉
・
生
魚
・
野

粟
)
な
ど
に
触
れ
た
あ
と
に

□
確
実
な
手
洗
の
方
法
は
?

▽
つ
め
は
い
つ
も
短
ぐ
し
て
お

▽
石
ケ
ン
を
つ
け
て
よ
く
も
み

ア
ワ
だ
て
る

▽
汚
れ
と
ア
ワ
を
良
い
流
す

調
理
器
具
の
消

毒
は
完
全
で
す
か

一
見
清
潔
に
み
え
る
調
理
器
具

に
も
数
多
く
の
細
菌
が
つ
い
て
い

ま
す
。
特
に
袤
な
板
と
フ
キ
ン
は

食
中
毒
菌
の
巣
に
な
り
や
す
い
の

で
、
洗
剤
で
洗
っ
た
あ
と
、
消
毒

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

□
ま
な
板

袤
な
板
の
表
面
に
は
包
丁
に
よ

る
キ
ズ
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
い
ま

す
。こ
の
キ
ズ
の
中
に
は
食
品
の

カ
ス
な
ど
が
残
っ
て
い
る
た
め

に
、
細
菌
が
住
む
の
に
格
好
の
場

所
に
な
り
や
す
い
の
で
す
。
洗
剤

で
洗
っ
た
あ
と
、
塩
素
剤
の
蔽
に

つ
け
て
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
天
日
乾
燥
さ
せ
る
の
も
た
い
へ

ん
有
効
で
す
。
ま
な
皈
は
食
品
材

料
別
に
使
い
わ
け
を
f
る
と
よ
り

安
全
で
す
。

□
フ
キ
ン
(
汚
れ
た
フ
キ
ン
は
食

器
を
汚
染
し
ま
す
)

台
所
の
衛
生
状
態
は
フ
キ
ン
の

灣
潔
さ
で
わ
か
る
と
い
わ
れ
ま

す
。洗
剤
で
汚
れ
を
お
と
し
た
の

ち
、
煮
沸
す
る
か
塩
素
剤
の
液
に

ひ
た
し
て
消
霞
し
、乾
燥
し
ま
し

ょ
う
。

な
お
、
フ
キ
ン
は
早
め
に
新
し

い
も
の
に
と
り
か
え
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
、足
立
保
健
所
、

千
住
保
健
所
の
食
品
衛
生
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

みんなの健康
足 立 保 健 所　855- 4151
千 住 保 健 所　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相談 所　880- 5351

※ 昭 和62年4 月から成人病検診等一 部事業の実施日程 を変 更する予定で す。

愛
犬
家
の
み
な
さ
ん
へ

最
近
、区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
犬

の
フ
ン
や
放
し
飼
い
に
対
し
て
の

苦
情
が
大
変
増
え
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
方
は
、
次
の
こ
と
を

必
ず
守
り
、他
人
の
迷
思
に
な
ら

な
い
よ
う
、ま
た
、
環
境
の
美
化

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
る

▽
散
歩
中
の
ク
サ
リ
は
短
く
持
つ

▽
散
歩
中
の
フ
ン
の
あ
と
始
末
は

必
ず
し
ま
し
ょ
う

※
昭
和
6
2年
度
の
一
斉
登
録
と
狂

犬
祠
予
防
注
射
は
4
月
初
旬
か
ら

区
内
各
所
で
実
施
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、4
月
5
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
防
疫
指
導

係
　
　
眤
1
1
1
1
㈹

福祉 あ ん な い

軽費
老人
ホーム

の
夫
婦
部
屋
募
集

軽
費
参
人
ホ
ー
ム
「
足

立
区
し
袤
ね
園
」
は
、
家

庭
環
境
丿住
宅
事
情
等
の

理
由
に
よ
り
、
居
宅
で
生

活
す
る
こ
と
が
困
難
な
、6
0

歳
以
上
の
方
を
対
象
と

し
た
施
設
で
す
。

こ
の
た
び
、夫

婦
郡
屋
に
空
き
が

生
じ
ま
し
た
の
で

希
望
す
る
方
は
、

申
請
し
て
く
だ
さ

い
。な

お
、
単
身
部

屡
は
現
在
、満
室

で
す
が
、
希
望
す

る
方
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
老
人

福
祉
係
(
　
眤

1
1
1
1
㈹
)
、

足
立
区
し
ま
ね

園
(
　
8
8
5
4
6
　

0
1
)

内
職

補
導
所

か
ら
の
お
知ら
せ

内
職
補
導
所
の
移
転
準
備
の
た

め
左
記
の
と
お
り

、
出
張
相
談
を

お
休
み
し
ま
す
。

▽
3
月
2
6日
(
東
郡
セ
ン
タ
ー
)

▽
3
月
2
7日
(
西
新
井
区
民
ホ
ー

ル
)

※
な
お
、
移
転
先
は
綾
瀬
一
丁
目
3
4
-
7
-
1
0
2

号
「
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ

」

と
な
り
、
名
称
に
つ
い
て
も
、
足

立
区
立
職
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
変
わ
り
ま
す
。

問
合
せ
先
内
職
補
導
所
　
　
8
8
8
7
3
4
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
5
)

1
8
7
1

年
(
明
治
5
年
)

に
つ
く
ら
れ
た
壬
申
(
じ
ん

し
ん
)
戸
籍
は
、
わ
が
国
最

仞
の
統
一
的
な
戸
籍
で
し

た
。し

か
し
、
こ
の
戸
籍
の
中

に
は
廃
止
さ
れ
た
は
ず
の
賎

称
に
か
わ
っ
て
、
「
新
平
民
」

な
ど
の
呼
称
が
書
き
こ
ま

れ
、
新
し
い
差
別
を
生
み
出

し
た
の
で
す
。

先
に
述
べ
た
解
放
令
の
矛

盾
と
壬
申
戸
籍
に
よ
る
新
し

い
身
分
差
別
は
、
部
落
差
別

を
残
す
結
果
と
も
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
賎
称

を
全
国
の
戸
籍
か
ら
除
く
こ

と
と
し
、
壬
申
戸
籍
が
な
ぐ

な
っ
た
の
は
昭
和
4
3年
の
こ

と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
せ
っ

か
く
解
放
令
が
出
さ
れ
た
の

に
内
容
は
形
式
的
な
身
分
解

放
で

、
租
税
の
負
担
、
兵
役

な
ど
、
解
放
令
が
あ
た
え
た

の
は
、
国
民
と
し
て
の
義
務

だ
け
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ

て
、
し
ば
ら
く
後
に
、
み
ず

か
ら
の
努
力
で
同
和
地
区
を

改
曽
し
よ
う
こ
す
る
自
主
的

な
運
励
が
同
和
地
区
の
人
び

と
の
間
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と

は
住
目
さ
れ
ホ
す
。

明
治
政
府
は
、
薩
摩
や
長

州
な
ど
の
藩
閥
を
中
心
と
し

た
中
央
集
権
的
な
専
制
政
治

で

、
そ
の
政
策
は
、
富
国
強

兵
、
殖
産
興
業
が
中
心
で
し

た

。こ
の
た
め

、
政
府
と
結
び

つ
い
た
少
数
の
商
人
だ
け
が

利
益
を
ひ
と
り
じ
め
歹
る
た

め
に

、
そ
れ
に
反
対
す
る
民

間
資
本
家
や
税
金
だ
け
が
重

く
て

、
政
治
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
ら
れ
な
い
こ
と
に
不

平
を
も
つ
地
主
、
ま
た
、
明

治
の
初
め
に
日
本
経
済
が
大

き
く
ゆ
れ
動
い
た
と
き
、
そ

の
影
響
を
受
け
た
多
数
の
中

小
麦
民
な
ど
が
政
治
に
強
く

注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。

や
が
て

、
こ
う
し
た
政
治

に
反
対
し
た
人
ぴ
と
は
「
憲

法
を
制
定
せ
よ
」「
国
会
を
開

設
せ
よ

」
と
い
っ
た
要
求
を

す
す
め
て
い
く
運
動
を
起
こ

し
ま
し
た

。
こ
れ
が
自
由
民

槽
運
励
で

、
人
間
の
自
由
と

権
利
夲
汞
め
る
運
動
で
す

。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い

合
せ
は

、
本
庁
舎
・
同
和
対

篦
担
当
へ

。

受
け
付
け
て
い
ま
す

防

犯

灯

補

助

金

民
有
防
犯
灯
の
補
助
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

。

昭
和
6
1年
度
中
に
補
助
金
の

交
付
を
受
け
た
団
体
で
、
灯
数

に
変
更
の
あ
っ
た
団
体
、
お
よ

び
新
規
の
町
会
・
自
治
会
で
維

持
管
理
を
し
て
い
る
防
犯
灯
が

あ
る
団
体
は
、
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
限
3

月
3
1日

提
出一
類

申
請
書
、
設
置
図

面
、
電
灯
料
の
領
収
書

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

助
成
係
　

凶
5
2
0
1

届
け
出
を
お
忘
れ
な
く

家
屋
等
を
新
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
整
爾
が
す
で
に
済

ん
で
い
る
地
域
内
に
、
家
屋
等

を
新
築
さ
れ
た
方
は
、
住
所
を

定
め
る
た
め
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

こ
の
届
け
出
が
な
い
と
住
所

が
決
め
ら
れ
な
い
た
め
、
転
入

等
の
手
続
が
で
き
ま
せ
ん
。
届

け
出
に
は
、
建
築
確
認
S
一
式

と
印
か
ん
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

住
居
表
示
係
　
　貘
8
3
1

区
立
図
書
館
は
3
月
3
1日

臨

時

休

館

し

ま

す

図
s
館
で
は
、6
2年
度
中
に

開
館
日

、
開
館
時
間
の
延
長
な

ど
区
民
の
皆
さ
ん
に
い
っ
そ
う

観
し
ま
れ
、
利
用
し
や
す
く
な

る
恚
つ
運
営
の
改
善
を
考
え
て

い
ま
す

。

こ
の
た
び
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

I
を
利
用
し
1
年
間
の
図
S
館

利
用
に
関
す
る
資
料
を
作
成
す

る
た
め
、貸
し
出
し
、返
却
処

理
が
不
可
能
に
な
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
図
魯
館

碣
4
6
4
g
)

臨

時

職

員

募

集

内
容

薬
剤
散
布
作
業

対
象

満
1
8歳
以
上
3
0歳
未
満

の
男
子

募
集
人
S

若
干
名

勤
務
期
間
3

月
1
0日
1
9
月

3
0日

助
務
時
間

午
前
8
時
3
0分
～

午
後
5
時
1
5分

※
た
だ
し
、日
曜
・
祝
日
は
除

き
ま
す
。
土
曜
日
は
1
2時
3
0分

ま
で
。

賃
金

日
額
4
千
5
9
0
円
王
曜

日
は
半
額
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・

防
疫
指
導
係
　
　
靦
1
1
1
　
1

㈹
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募
集

催

し

も

の

なつかしの活動大写真

無声映画鑑賞会

映
回
史
の
原
点
と
い
わ
れ
る
昔

な
つ
か
し
い
「
無
声
映
画
」
を
上

映
し
ま
す
。
弁
士
は
、
松
田
舂
翠

さ
ん
。
全一
で
も
数
少
な
い
現
役

弁
士
の
I
人
と
し
て
活
躍
中
で

す
。今

回
は
、
無
声
映
画
で
最
も
代

表
的
な
作
品
2
本
を
上
映
し
ま

す
。

日
時
3

月
1
4日
王
)
、午
後
6

時
開
場

場
所

竹
の
塚
社
会
教
脅
館

上
映
作
品

▽
嵐
寛
寿
郎
主
演

「
鞍
馬
天
狗
」
、)

チ
ャ
ー
ル

ズ
ー
チ
ャ
ッ
ブ
リ
ン
監
稗
・
主

酬
「
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
キ
ッ
ド
」

入
場
料

無
料
(
当
日
会
場
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
係
　

眤
1
1
1
1

㈹

チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
の
キ
ッ
ド

足立区展
20周年記念展
―審査員・役員の

展覧会です―

足
立
区
展
も
今
年
度
を
も
っ
て
2
0

歳
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、2
0

周
年
を
記
念
し
て
、
当
区
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
審
査
員
な
ら

び
に
役
貝
の
展
覧
会
を
閧
催
し
ま

す
。日

頃
、
美
術
に
親
し
ま
れ
て
い

る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

名
作
の
数
々
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
r
V 日

時
3
月
6
日
～
9
日
、午
前
　

1
0時
1
午
後
6
時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー

出
品
者

区
展
(
洋
画
、
彫
塑
、

一
道
)
の
審
査
貝
・
役
員

入
場
料

無
料

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
文
化
係
　

8
8
2
1
1
1
1㈹

第
6
回
グ
ル
ー
プ
茜

油

絵

展

東
部
セ
ン
タ
ー
の
絵
画
教
室
・

研
究
会
受
講
生
に
よ
る
油
絵
展
で

す
。

日
時
3

月
1
9日
(
木
)
～
2
3日

(月
)
、
午
前
1
0時
～
午
後
6

時

場
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ

ラ
リ
ー

問
合
せ
先

東
郡
セ
ン
タ
ー
　
　

莇
7
1
0
1

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

一
般
投
映
(
3
月
)

日
時

毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時

・
3
時
3
0分
(
2
回
)

場
所

教
肓
セ
ン
タ
ー

題
名

春
の
星
座

内
容

よ
い
の
空
に
見
え
る
冬
か

ら
舂
の
星
座
を
ご
紹
介
し
ま
す

定
S
2
3
0名
(
各
回
先
柵
順
)

費
用

▽
1
5歳
以
下
…
無
料

▽
1
6歳
以
上
・
:
1
0
0
円

問
合
せ
先

教
育
セ
ン
タ
ー

8
5
0
8
8
0
1

生

涯

学

習

シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
わ
か
り
や
す
く
話

を
す
す
め
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
3

月
1
4日
王
)
。午
後
2
　

時
か
ら

場
所

竹
の
嬢
社
会
教
育
館

内
容

▽
基
調
講
演
「
私
た
ち
の

生
活
と
生
唾
学
習
卜
:
岡
本
包

治
氏
(
立
教
大
学
教
授
)

▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
足
立
区
の

生
唾
学
習
を
ど
う
進
め
る
か
」

費
用

無
料
(
当
囗
会
場
へ
お
い

で
く
だ
さ
い
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
・
生
旺
教
育

推
進
担
当
　
　
8
8
2
1
1
1
1㈹

手

芸
教
室

日
時
3
月
1
1
日
(
水
)
、午
後
1
　

時
～
4
時

場
所

東
部
セ
ン
タ
ー

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容

七
宝
焼
(
ア
ク
セ
サ
リ
ー

と
小
物
)

費
用
沺
円
～
千
円

定
員
3
0

名
(
先
着
順
)

申
込
方
法

窓
口
ま
た
は
電
話

受
付
開
始
3

月
5
日

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
　
　

莇
7
1
0
1

アングル

扇子づくり4 代目
―井上福次郎さん

日
本
の
夏
を
語
る
と
き
に
、
忘

れ
ら
れ
な
い
も
の
の
ひ
と
つ
に

「
扇
子

」
が
あ
り
ま
す
。

梅
島
3
丁
目
に
住
む
井
上
福
次

郎
さ
ん
は

、扇
子
を
作
っ
て
5
4
年
、

江
戸
末
期
に
創
業
し
た
初
代
か
ら

数
え
て
4

代
目
に
な
り
ま
す
。

扇
子
を
作
る
工
程
は
全
部
で
、

2
0
数
工
樫
、
す
べ
て
が
手
作
り
で

す
。
こ
の
な
か
で
も
最
も
難
し
い

も
の
が
「
折
り
」
と
「
つ
け
」
で

す
。
折
り
と
は
、
扇
子
独
特
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
カ
ー
テ
ン
風
の
く

せ
を
つ
け
る
作
業
の
こ
と
で
、
こ

れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、
す
る

す
る
と
あ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん

。ま
た
、
つ
け
と
は
、
折
り
が
終

っ
た
紙
に

、
の
り
の
つ
い
た
扇
子

の
骨
を
1
本
1
本
刺
し
込
ん
で
い

く
作
業
の
こ
と
で

、
と
て
も
神
経

を
使
い
ま
す
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
作
る

扇
子
の
種
類
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
涼
を
と
る
た
め
の
夏
扇
か
ら

今
で
は
、
踊
り
の
た
め
の
舞
扇
が

主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く

扇
子
職
人
で
す
が
、
井
上
さ
ん
は

立
派
な
黔
継
が
蔘
痲
ま
し
た
。

「
父
の
技
術
を
し
の
ぎ
た
い
」

と
息
子
の
雅
之
さ
ん
は
。
は
り
き

っ
て
い
ま
す
。

日
本
文
化
は
し
っ
か
り
と
次
代

に
受
け
継
が
れ
そ
う
で
す
。

足
立
区
観
光
協
会
主
催

区
内
施
設
め
ぐ
り

区
内
の
公
共
施
設
、
名
所
を

バ
ス
で
巡
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
3

月
2
6日
(
木
)

集
合
場
所
・
時
間

▽
本
庁
舎

♀

住
)
前
…
午
前
8

時
1
5
　

分

▽
中
央
本
町
庁
舎
前
…

午
前
8

時
2
5分

見
学
先

郷
土
博
物
館

、
花
畑

記
念
庭
園
、
見
沼
代
観
水
公

圜
、
都
市
農
業
公
園

、
中
川

処
理
場
、
西
新
井
人
師

定
員
8
0
名
(
先
着
順
)

費
用

ひ
と
り
千
5
0
0
円
(
昼
食

付
)

※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
期
限
3

月
1
6日

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
舎
・
経
済
課
内
観
光
協
会

事
務
局
　
　
8
8
0
5
1
9
1

お年寄りの方 へ

老人会館

か ら の お 知 ら せ

□
健
康
体
操

日
時
3

月
2
6日
・
2
7日
、
午
後

1
時
か
ら

場
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民
(
穆
加

は
自
由
で
す
)

内
容

高
齢
者
向
き
健
康
体
操
、

練
功
十
八
法
に
つ
い
て
の
お
話

と
実
技

講
師

武
田
幸
子
氏
百
本
女
子

太
極
拳
ク
ラ
ブ
代
表
)

費
用

無
料

□
水
彩
画
教
室

日
時
4

月
I
9
月
ま
で
の
毎
月

第
1
・
3
水
曜
日
、
午
後
1
時

か
ら

鳩
所

老
人
会
館

対
象
6
0
歳
以
上
の
区
民

内
容

水
彩
画
を
初
歩
か
ら
教
え

ま
す

定
員
3
0
名
(
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

費
用

無
料

申
込
方
法

直
接
窓
口
ま
た
は
電

話
申
込
期
限
3

月
1
1日

A
申
込
・
問
合
せ
先
v

老
人
会

館
　
　
8
5
9
9
7
3
2

第40回都民体育大会
足立区予選大会

□
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

日
時
3

月
2
9日
百
)
、
午
前
9
　

時
I
午
唆
9
時

堤
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A
　

・
B
(

初
心
者
)
、C
(
壮
年
4
0
　

歳
以
上
)
▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル

ス
A

・
B
(

初
心
者
)
、C
(
壮

年
3
5歳
以
占

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
者

費
用
2

千
円
(
I

ベ
ア
)

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
出
場
種
目
を
明
記

の
う
え
、現
金
を
添
え
郵
送
(
現

金
書
留
)
、ま
た
は
直
接
申
し
込

ん
で
ぐ
だ
さ
い

申
込
期
限
3

月
1
9日
(
必
着
)

申
込
・
問
合
せ
先

ツ
バ
メ
ヤ
ス

ポ
ー
ツ
店
(
〒
1
2
0千
住
3
L
1
9
　

昔
膜
8
3
3
1
)

□
柔
道

日
時
4

月
1
9日

百
)

、
午
前
9
　

時
場
所

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
目

個
人
戦
(
学
生
紅
白
試
合
、

段
外
者
女
子
の
部
、
有
段
者
ま

で
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
)

参
加
資
格

小
学
生
以
上
の
区
内

在
住
・
在
動
者

費
用
1

人
知
円

申
込
方
法

小
・
中
学
生
は
新
学

年
、
身
長
、
体
槧
を
、
有
段
者

は
段
位
、
学
生
か
社
会
人
の
別

を
明
記
の
う
え
、
費
用
を
添
え

直
接

申
込
期
限
3

月
2
5日

申
込
・
問
合
せ
先

原
島
久
武

宇
住
旭
町
1
0
-
1
3
　
　
8
8
2
3
　
8
3
8
)

第
3
9回
区
民
体
育
大
会

区
民
氷
上
運
動
会

日
時
3
月
8
日
目
)
、午
前
8
　

時
～
1
1
時

場
所

松
戸
サ
ニ
ー
ラ
ン
ド

対
象

一
般
区
民

内
容

だ
れ
に
で
も
で
き
る
や
さ

し
い
ゲ
ー
ム
と
自
由
滑
走

穆
加
S
3
0
0円
(
貸
既
無
料
)

申
込
・
問
合
せ
先

本
庁
舎
・
体

育
課
(
　
8
8
2
1
1
1
1㈹)
ま

た
は
区
ス
ケ
ー
ト
連
盟
・
長
谷

部
(
　
8
8
1
9
0
6
5
)

東
部
セ
ン
タ
ー

6
2年
度
婦
人
教
室

昭
和
6
2年
度
の
各
教
室
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。
教
室
名
、
日

程
、
定
貝
、
費
用
は
下
表
の
と
お

り
で
す

。

対
象

区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

(
初
心
者
に
限
る
)

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に
住

所
、氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、年
齢
、

電
話
番
号
、
希
望
教
室
名
を
記

入
の
う
え
申
し
込
ん
で
ぐ
だ
さ

い
(
1
人
1
枚
の
み
有
効
、1
　

教
室
夲
選
ん
で
く
だ
さ
い
)

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な

り
ま
す
。

申
込
期
限
3

月
H
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
(
〒
1
2
0
東
綾
瀬
1
-
5
j
1
7

6
0
5
7
1
0
1
)

花
畑
セ
ン
タ
ー

春
の
婦
人
教
室

□
料
理
教
室

日
時
4
月
1
7
日
、5
月
1
日
・
　

1
5
日
・
2
9
日
、6
月
1
2
日
、い
　

ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時
3
0
分

費
用
2

千
5
0
0円(
5
回
分
材
料

費
)

定
a
3
0
名

□
陶
芸
教
室

日
時
4
月
1
4
日
・
2
8
日
、5
月
　

1
2
日
・
2
6
日
、6
月
9
日
、い
　

ず
れ
も
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午

費
用

刪
円
(
5
回
分
材
料
費
)

定
員
2
0
名

□
籘
工
芸
教
室

日
時
4

月
1
6日
・
3
0日
、5
月

1
4日
・
2
8日
、6
月
H
日
、
い

ず
れ
も
午
前
9
時
I
正
午

費
用
3

千
円
(
5
回
分
材
料
費
)

定
員
2
0

名

□
親
子
体
操
教
室
(
3

・
4
歳
児

と
母
親
)

日
時
4

月
H
日
～
6
月
1
3日
ま

で
の
土
曜
日
(
全
1
0
回
)
、
午
前

1
0時
3
0分
Å

‥時
3
0分

費
用

無
料

定
員
3
0

組

□
茶
道
教
室

日
時
4
月
8
日
～
7
月
2
9
日
ま

で
の
水
曜
日
(
全
1
6回
)
、
午
後

1
時
～
4

時
3
0分

賛
用
2

千
円
(

茶
菓
子
代
)

定
a
2
0

名

A
対
象
v

い
ず
れ
も
区
内
在
住

・
在
勤
の
婦
人
で
全
日
程
参
加

で
き
る
方

A
申
込
方
法
v

往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号

、希
望
す
る
教
室
名
―
つ
(
1
　

教
室
に
I
人
1

枚
に
限
る
)
を

記
入
の
こ
と
(

申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
)

A
申
込
期
限
v
3

月
1
0日
(
当

日
消
印
有
効
)

A
申
込
・
問
合
せ
先
v

花
畑
セ

ン
タ
ー
(
〒
1
2
1花
畑
4
-
1
6
-
　
1
3
　
　
8
5
0
2
6
1
7
)

ひ
ろ
ば

=
催
し
も
の
=

☆
「枕
草
子
展
」す
み
れ
会

書
道
展
/
3
月
1
4
・
1
5
日
、午

前
1
0
時
～
午
後
6
時
/
西
新
井

区
民
ホ
ー
ル
/

▽
大
出

。。齧
7

☆
足
立
北
モ
ラ
ロ
ジ
ー
連
続
講

演
会
〝
感
じ
て
い
ま
す
か
!
心

の
時
代
を
〟
3
月
6
日
～
8

日
、
午
後
7
時
～
9
時
/
太
陽

信
用
金
皿
北
足
立
支
店
/

講
師

は
大
久
保
定
七
さ
ん
/
千
鴎
円
/

定
員
2
0
0名/
▽
足
立
北
モ
ラ

ロ
ジ
ー
事
務
所
　
吩
3
6
3
6
　

=
募

集
=

☆
足
立
ア
マ
チ
ュ
ア
美
術
ク
ラ

ブ
展
作
品
募
集
洋
圃
、
日
本

固
、
水
彩
画
等
、
2
0
号
以
下
の

作
品
で
未
発
表
の
も
の
/
搬
入

・
・
・
4
月
1
3
日
、
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
、
搬
出
…
4
月
2
0日
、

午
後
3
時
～
5
時
3
0分
/
西
新

井
区
民
ホ
ー
ル
/

―
点
に
つ
き

千
円
、
1
人
2
点
ま
で
/

▽
杉

本
　
喝
1
1
7
0

☆
竹
の
塚
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
火

・
木
曜
日
、
午
後
1
時
～
5
時

/
竹
の
塚
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
/
第
4

月
曜
日
の
コ
ー
ト
抽
選
会
に

穆
加
で
き
る
方
/
入
会
金
3
千

円
、
月
額
2
千
円
/

▽
錦
織
　

腕
1
6
5
2 ※

先
一

順
で

、1
団

体
1
事
業
、3

ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

一
投
稿
先
・
:
広
報
課

掲
示
板

□
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
が
始
ま
り
ま
す

縦
覧
期
間
3

月
2
日
～
2
3日

樅
覧
で
き
る
方

固
定
資
産
税

の
納
税
者
本
人
お
よ
び
そ
の

代
理
人
(
本
人
等
で
あ
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
も
の
が
必

要
)

縦
貰
場
所
・
問
合
せ
先

足
立

都
税
事
筋
所
　
　
8
8
2
2
1
1
　
1

□
高
等
職
業
技
術
専
門
校
4
月

入
校
生
2
次
募
集

【
亀
戸
専
門
校
】

募
集
科
目

電
気
工
事
、溶
接
、

広
告
美
術
(
夜
間
)
な
ど

募
集
期
限
3

月
1
0日

く
わ
し
く
は
、
亀
戸
専
門
校

(
　凶
0
3
4
1
)
へ
。

【
江
戸
川
専
門
校
】

募
集
科
目

機
械
製
図
、
環
境

分
析
、
洋
裁
、
機
械
、
溶
接

な
ど

募
集
期
限
3

月
1
0日

く
わ
し
く
は
、
江
戸
川
専
門

校
(
　
6
5
3
1
2
2
1
)
へ
。

□
昭
和
6
2年
度
モ
ニ
タ
ー
募
集

【
都
政
モ
ニ
タ
ー
】

資
格

都
内
に
3
ヵ
月
以
上
在

住
の
満
2
0歳
以
上
の
方
(
6
2
　

年
4
月
1
日
現
在
、
都
お
よ

び
都
内
区
市
町
村
に
動
務
す

る
公
務
貝
は
除
く
)

応
募
方
法
(

ガ
キ
の
表
に
住

所

、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
、
年

齡
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番

号
を
明
記
、
襄
に
作
文

「
都

政
に
望
む
こ
と
し
を
簡
潔
に

お
S
き
く
だ
さ
い
(

檣
S
)

申
込
期
限
3

月
1
0日
(
消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

都
・
膺
報

連
絡
室
都
政
モ
ニ
タ
ー
係

(
〒
囹
千
代
田
区
丸
の
内
3
　
-
5
-
l

2
1
2
5
7
6
　

0
)

【
都
・
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
】

資
格

都
内
在
住
の
満
2
0歳
以

上
の
方
(
6
2
年
4
月
1
日
現

在
、
公
務
員
は
除
く
)

応
募
方
法
(

ガ
キ
の
一
に
作

文

「
毎
日
の
く
ら
し
で
思
う

こ
と
」、
住
所
、
氏
名
(
ふ
り

が
な
)
、
年
齢
、性
別
、職
業
、

電
話
番
号
を
明
記
の
こ
と

申
込
期
限
3

月
1
0日
(

消
印

有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先

郡
・
生
活

文
化
局
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

係
(

〒
囘
千
代
田
区
丸
の
内

3
-
8
-
1
　
　
2
1
2
5
1
1
　

1
㈹
)
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